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団体名     立川市獅子舞芸能保存会         

代表者・役職名 氏名  会長  井上 孝         

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

立川市指定無形民俗文化財 獅子舞・棒仕いの伝承 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入くださ

い。会員数など。１８０文字程度まで） 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

立川の旧本村である柴崎町・富士見町に元禄時代から伝わる本市唯一の無形民俗文化財である獅子

舞・棒仕いの維持保全並びに後継者の育成に努めることを目的とする。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

・毎年 8 月に行われる立川諏訪神社例大祭での獅子舞・棒仕いの奉納 

・後継者の育成 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPUCT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

本助成金を活用して、棒仕いの衣装である袴を二十数年ぶりに新調することができた。立川諏訪神社例大祭へ

の奉納は無事に執り行われ、観客数は例年よりも多く、地域に本伝統芸能を広く知らしめることができた。また、

舞子を務めた小中学生をはじめ、関係者は本事業の維持保全への意識を一層高めることができた。また、令和 2

年 2 月 29 日に行われる立川市立立川第一小学校創立 150 周年記念式典に棒仕いが出演することとなった。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

次年度は棒仕いの舞子を務めたいという小学生が名乗りをあげてくれたことは大変喜ばしいことである。しかし、

棒仕いの師匠、獅子舞の笛方等のスタッフの減少傾向は続いており、後継者の発掘と育成が引き続き大きな課

題である。広報活動を工夫し、本会への入会希望者を募る必要がある。 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

参考資料あり ・ 特になし 

 

元禄時代から近年までは柴崎町 1 丁目の旧村が獅子舞を、富士見町３・４・５丁目の旧村が棒仕いを担当し伝承してきたが、

昭和 38 年６月に立川市獅子舞芸能保存会を設立し、協働して伝承することとなり、現在に至る。会員数 30 名 





       
 

   


